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データ処理スタッフ必見
データ保全システム始動！！



− 1 −



− 1 −

CONTENTS

巻頭言　上 曽 朋 広 … ……………………………１

平成25年新年賀詞交歓の集い… ……………………２

全印工連CSR認定募集開始のご案内………………４

データ保全システム始動… …………………………５

水上印刷（株）見学研修報告… ……………………10

我が家の防災計画……………………………………11

事務局日誌…… ………………………………………12

頭の体操…… …………………………………………13

上 曽 朋 広

「時間（とき）」の流れ

　この春号が皆さんの手元に届く頃には今年

のサクラはすでに満開を過ぎている頃だと思

います。季節は毎年毎年巡ってきて、寸分の

狂いもなく時を刻んでいきますが、我々日本

人にとって、いや世界の人々が衝撃を受けた

「東日本大震災」から 2 年という時間が流れ

ました…。

　この 2 年という時間を長く感じる人もい

れば、短く感じる人もいるでしょう。しかし

ながら時間というものは現実には規則正し

く、また誰にでも公平に進んでいきます。で

もなぜ人によってこんなに感じ方が違うので

しょうか。

　昨年末、安倍政権に変わり、「アベノミクス」

なるものが本当に機能するかしないかはまだ

分からないとしても、マスコミを始め経済面

では少しずつ上向きになりそうな雰囲気が世

間では一部感じられるようになりました。

　一方で、印刷業界としてはこの数年間は、

全体としてはあまりいい話題がなかったよう

に思います。しかしながら下ばかり向いてい

ても良くなるわけではありません。組合とし

てもこの一年間に様々な問題に取り組んで参

りました。東日本大震災から学んだ災害時の

事業継続のための「BCP」対策、「胆管がん」

問題に対する環境対策、「サンタプロジェク

ト」による社会貢献、また「データ保全」対

策のソリューションとしてのシステム作り、

「CSR 推進」による構造改革、等々…。

　これらの一つ一つの事業においても組合員

皆さんのご協力とご理解がなければ、大きな

効果はなかなか望めません。

　文頭にも述べたとおり、時間は無情にも正

確に流れていきます。我々は限られた時間の

中で毎日変化し続ける世の中と対峙しなけれ

ば明日は開けません。

　また、平成 25 年度が始まります。25 年

度の最後には時間が早く感じられるよう充実

した時間にしたいと考えます。まだまだ厳し

い経済環境ですが、皆さんとともに平成 25

年度を乗り切れるよう頑張っていきたいと思

います。

副理事長
神奈川県印刷工業組合
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平成 25 年新年賀詞交歓の集い

　平成 25 年 1 月18 日（金）午後 6 時より、ロイ

ヤルホールヨコハマにおいて神奈川県印刷関連産

業協議会（印産協）主催の「新年賀詞交歓の集い」

が開催され、ご来賓の方 と々当県工組をはじめとす

る関連 4 団体の会員及び関連業界から総勢 170 名

が集った。

　フリーの小沼尚美アナウンサーによる司会で定

刻にスタート、齋藤副会長の開会のことばに続い

て杉山会長が挨拶、「なかなか世の中が前に進まな

い中で、印産協としても継続事業としてＢＣＰ事業

を実施している。危機管理も含め、いかに仲間の

企業が一社でも多く業界に残っていけるか皆で研

鑽し、学習して前に進めていく。全印工連・産業

戦略デザイン室の統計では 10 年後に 7 割しか印

刷会社が残らないという数字も出されているが、そ

れが現実とならないよう力を合わせていきたい。昨

今では世の中の人が皆、下を見ているように思え

る。下を向いていると気持ちが上に上がらず、視点

の内側しか見えてこない。やはり、上を向いて行動

を起こすことが景気の上向きにつながる」と未来

志向での取組みを訴えた。そして、「本日、当協議

会から表彰をお受けになる皆様方、まことにおめで

とうございます。今までの、印産協でのご活躍に改

めて敬意を表しますとともに、今後も印産協の活動

に、より一層のご尽力をいただきますようお願い申

し上げます。」と挨拶。

　ご来賓を代表して、神奈川県商工労働局産業部

長小林崇氏と神奈川県中小企業団体中央会専務理

事嶋田幸雄氏のお二人に祝辞をいただいた後、表

彰式となる。この協議会の運営に功績の顕著な方々

神奈川県印刷関連産業協議会
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へ杉山会長から感謝状と記念品が贈呈された。

受賞者は次の通り（順不動）

川上　彰久氏（神奈川県印刷工業組合）

井関　　豊氏（神奈川県製本工業組合）

山口　英夫氏 （日本グラフィックサービス工業会

　　　　　　　神奈川県支部）

岡澤　　誠氏（日本グラフィックサービス工業会

　　　　　　　神奈川県支部）

藤木　忠之氏（横浜紙友会）

　受賞者を代表して川上彰久氏より謝辞があり、

記念撮影のあと祝電披露、賛助会員紹介が行なわ

れた。

　ここで 4 団体の代表者と神奈川県議会議員加藤

元弥様の手による鏡開きとなる。ハッピを纏った 5

人が司会者の「ヨイショ、ヨイショ、ヨイショ」の

掛け声で木槌を酒樽に、めでたく樽が開いたところ

で、加藤元弥氏の発声により乾杯、歓談の輪が拡

がる。

　しばらく歓談のあと、お年玉抽選会で会場を沸

かす。

　盛り上がったところで、再び 4 団体の長が登壇し

印産協の発展を祈願し中締めは山口英夫副会長の

三本締めで威勢良く締ったところでお開きとなる。
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全印工連CSR認定募集開始のご案内
神奈川県印刷工業組合

　当組合の柱事業であり既に取り組んできている CSR 実践プロジェクトですが、全日本印刷工

業組合連合会（以下、全印工連）より以下の内容が届きましたのでご案内致します。

　現代社会において、企業が永続的に成長するためには、環境、安全、福祉など社会から求めら

れる様々な要請に応えなければなりません。特に地域密着型の中小印刷業界においては、CSR（企

業の社会的責任：Corporate Social Responsibility の略）の取り組みは避けられないものであり、

今後の企業の経営戦略そのものであるといえます。

　この観点から、全印工連では企業規模・業態を問わず取り組みやすい中小印刷業版の CSR 規

格（「CSR 取り組み項目チェックリスト」）を策定し、積極的に CSR に取り組み、地域社会に貢

献する企業の成長・発展を支援する「全印工連 CSR 認定制度」を創設いたしました。全印工連

CSR 認定制度は、CSR の取り組みの度合いに応じて、標準認定の「ワンスター認定」、上位認定

の「ツースター認定（準備中）」、最上位認定の「スリースター認定（準備中）」の３種類があり、

全印工連 CSR 認定企業は、全印工連 CSR 認定マークを名刺や会社案内、ホームページ等に表示

して積極的に CSR に取り組んでいることをアピールすることができる制度です。

　つきましては、このたび全印工連 CSR 認定制度の第１回ワンスター認定の募集を行う運びと

なりましたので、組合員企業様への周知方にご協力賜りますよう、お願い申し上げます。 

詳しくはメール又はＦＡＸにて下記へお問い合せ下さい

神奈川県印刷工業組合　E-mail kanagawapia@nifty.com

FAX 045-453-2383
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神奈川県印刷工業組合

データ保全システムの参加者募集開始について

危機管理対策特別委員会

P6～ 7　システム保全サービス　Ｂシステム　／ビット・パーク株式会社
P8～ 9　システム保全サービス　ｉシステム　／株式会社アイネット　　

　神奈川県印刷工業組合にとって永らく懸案だったデータ保全システムがようやく決定しました。

採用したのは、

　・神奈川県印刷工業組合　データ保全ｉシステム（㈱アイネットによる）

　・神奈川県印刷工業組合　データ保全Ｂシステム（ビットパーク㈱による）

のふたつのタイプのデータ保全サービスです。さしあたっての概要を、次ページ以降４ページに渉っ

て掲載いたしますが、各社の実情に即してどちらでもお選びいただけます。また、各社のご希望ご

意向によって、顧客データや総務・経理系データなどの基幹データの保全を中心とした利用から、

刻々の受発注プロセスで往復する全データのトータルな保全まで、どのようなかたちでの活用も検

討していただけます。

　また、このシステムのスタートにより、遠隔地の印刷工業組合との提携ネットワークの樹立を具

体的に進め、有事の際には、このシステムで保全されたデータによって、受注業務の代替なども含

めた業務遂行上の相互協力が可能になるような構想が実現することになります。

　組合員各社が稼働させているデータサーバーは、いつでも壊れたりデータが消失したりする危険

にさらされています。また、２年前の東日本大震災の経験でも痛感させられたように、大きな災害

はいつでも起こる可能性があります。どんな場合でも事業を継続していけるように、＜有事＞に備

えなければなりません。データ保全はそのために絶対に欠かせない必須条件です。

　３月27日（水）に初回の参加者募集セミナーを開催し、応募の受付けを開始いたしましたが、今後、

できれば支部ごとに、組合員各社の現場担当スタッフの方々が集まりやすい時間帯を設定して、こ

まめに普及説明会を開催する予定です。多数の組合員各位の（できれば全組合員社の）参加を熱望

いたします。

　事業継続のための命綱であるデータ保全システム！

　いつ取り組みますか？

　今です！

お申し込みは各社又は組合事務局へお願い致します
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①Ｂシステム　／ビット・パーク株式会社



− 6 − − 7 −

②Ｂシステム　／ビット・パーク株式会社
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②ｉシステム　／株式会社アイネット　　
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水上印刷㈱多摩工場見学研修報告
教育・労務委員会

　去る平成 25 年２月 13 日（水）、教育・労務委
員会（伊藤知之委員長）の主催により、東京都西
多摩郡日の出町の水上印刷株式会社多摩工場を訪
問、参加者 24 名が午後いっぱい見学研修を行い
ました。
　水上印刷㈱は、本社が東京・新宿にあり、社長
の水上光啓氏は、平成 20 年度から 23 年度まで
の２期４年、全国印刷工業組合連合会の会長を務
められた方です。
　全印工連会長在職時は、転形期における印刷業
の新しいあり方へ向け、業態変革・ワンストップ
サービス・ソリューションプロバイダーなど、時
代の要請に即応したコンセプトを次々に打ち出さ
れました。全国をくまなく行脚して精力的な普及
啓発活動を展開され、自ら経営する水上印刷㈱こ
そが、業態変革の最先頭に立って新時代のコンセ
プトを身を以て実践する好例というべき存在であ
り続けています。
　企画から印刷までの生産体制を構築して堅固な
事業基盤を築き、デジタル化が急激に進む印刷業
界において常に変革を説きながら多様な分野でオ
ンリーワンの製品を作り上げる経営戦略は、着実
な実績に結びつくとともに各方面の高い評価を獲
得しています。その基礎となっているのが、年約
200 回の研修であり全従業員へのデジタル化教
育を徹底するなど、自立意識や創造意識を醸成す
る人材育成が世界シェア１位の複写機テストシー
ト製造などの高い技術力の原動力ともなっている
ことが良く知られており、それらの現場につぶさ
に触れるというのが今回の見学研修の眼目でし
た。
　工場は、高速の日ノ出インター下りてすぐのと
ころの広大な敷地に建てられており、すぐ隣に位
置する新しいロジスティックセンターの機能も含
めて交通上のディスアドバンテージはなさそうで
した。
　見学研修は、水上社長ご自身による熱意あふれ

る精力的なブレゼンテーションに始まり、次いで
３班に分かれての工場見学へと進みましたが、各
班とも幹部社員の方々が懇切丁寧な説明役で先導
してくださり、工場内の各部署の隅々まで案内し
ていただきました。

　さすが、年間 200 組を超える見学訪問者があ
る工場にふさわしく、各部署ともその先進性はめ
ざましいものでしたが、特に印象的だった特色を
列記すると、
 ・印刷加工の工程はもちろん検査や在庫管理、配

送まで、顧客にとって「面倒くさい」ものをす
べて引き受けるという意気込みのワンストップ
サービス

 ・きれいな工場でしか良い製品は作れないという
強固な信念のもと、最良の品質を目指すきれい
な生産環境

 ・整理、整頓、清潔、清掃、の４Ｓを基本にした
品質確保と生産性向上

 ・ポルフ（ＰＰＯＲＦ<practical program of revolutions 
in factories>）という生産性アップと品質安定
のために工程改善活動によって確保されている
適正コストと短納期

 ・不良出荷ゼロへのねばりづよい挑戦
 ・環境への強い意識
などでしょうか。
　見学後は、水上社長はじめ見学研修をリードし
てくださった社員の皆様との懇親交流の場が用意
されており、質疑応答、エピソード披露などのな
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連載第 3回

ごやかな時間を過ごしましたが、それも含めて、
得るところ感じるところ考えさせられるところの
たいへん多い、有意義な見学研修でした。
　とりわけ、経営環境のたいへん厳しい中小印刷
業界でも、ここまでやれる、まだまだやれるとこ
ろはある、という実例を見聞きし、そのエネルギー
を体感できたことが大きかったのではないでしょ
うか。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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組
合
員
の
動
き

１　月　４日	 仕事始め
１　月　８日	 日本印刷産業連合会「２０１３年新年交歓会」	 ホテルオ－クラ東京
１　月１０日	 三役会	 組合事務所　
１　月１８日	 理事会	 波止場会館　　　　　　　	
１　月１８日	 印産協　賀詞交歓会	 ロイヤルホールヨコハマ　
２　月6・8日	 ＰＡＧＥ２０１３	 サンシャインシティコンベンションセンター
２　月１４日	 常務理事会	 組合事務所
２　月１４日	 化学物質の発がん性と健康障害防止のためのリスク評価について　東京慈恵医科大学
２　月１５日	 高島自治会賀詞交歓会	 味蕾亭　　　
３　月１２日	 中央会　BCP策定プロジェクト	 中小企業センター
３　月１４日	 三役会	 組合事務所
３　月２１日	 理事会	 組合事務所　　
３　月２１日	 支部長会	 組合事務所

平成25年3月21日現在　218社

脱 退
横浜北支部 ㈲吉野印刷所
横浜北支部 弘文堂印刷所
横浜中央支部 ㈲大澤正信堂印刷

川崎支部　　齋藤　芳枝　７３歳　平成２５年２月１４日　㈲クドウ印刷　齋藤社長のご母堂訃
報

謹んでお悔やみ申し上げます。

電話番号変更
横浜北支部 ㈲クロイワ　TEL　０４５－５０１－０３８４

住 所 変 更

※印刷健保神奈川支部が東京に合併移転したため、組合事務所が印刷会館３階に移りました。
　１階には新しいテナントが店舗を開いています。

横浜中央支部 ㈲森島印刷所　〒 232-0033 横浜市南区中村町 4-271
 TEL　０４５－２６１－１９５８　FAX　０４５－２６１－８６５９

川崎支部 ㈲セイユウ企画　〒 210-0833 川崎市川崎区桜本 1-20-26
 TEL　０４４－２８０－６０２１　FAX　０４４－２８０－６００５
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タテ 

（１）鯨は「○○○○鍋」

（２）馬は「○○○鍋」

（３）今日の飲食代は○○ておいてくれ。

（４）猪は「○○○鍋」

（５）食事○○○○○の時間が短いので、ゆっくりできない。

（６）○○を使って巻き髪をつくる。

（７）豚・羊などのあばら骨付きの厚切りの肉。○○○○。

ヨコ 

（Ａ）○○ごはんを食べないと集中力も力が出ず仕事がはかどらない。

（Ｂ）唐辛子の真っ赤な色が特徴的の辛い漬物。○○○。

（Ｃ）冬に飲むと美味しく体が温まるとろみのある飲み物。○○○。

（Ｄ）「背に○○は変えられぬ」

（Ｅ）徳島県美馬市脇町の歴史街道「○○○の町並み」

（Ｆ）頭の体操・○○予防にクロスワードパズルを。

（Ｇ）大麦を炒って挽いた粉。○○○○○。

（Ｈ）独立行政法人理化学研究所　通称○○○

（Ｉ）醤油を使った甘みのあるタレを食材に塗りながら焼く日本料理

の調理法。「○○焼き」

　　　『カギ』の４文字で、言葉を作ろう！ヒント：美味しい

■応募方法締切

下記解答欄４マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2013 年 4 月末日までに神奈川
県印刷工業組合  事務局へ FAX045-453-2383 にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10 名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆柔軟発想へ Go!!

解答欄□ □ □ □
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL




